
 

平成２８年度 ロボット介護機器開発・導入促進事業（基準策定・評価事業） 

「ロボット介護機器開発に関する調査」 

ロボットリスト 

 

コミュニケーションロボット名： 夢の子 ネルル                     

企業名：（株）タカラトミーアーツ                                

 

Ⅰ．実生活での活用法 

目標

とす

る

「活

動」

： 

項目

と具

体的

内容

・留

意点 

コミュニケション 

●コミュニケーションの方法 

ユーザーが、（手を握る、頭をなでる、話しかける、抱っこ、お腹を

トントンする）行為をすると、ネルルが（セリフを話す・童謡を歌う

・目をまばたきさせる）などの反応を示す。 

 

●セリフの種類 ★セリフ：１６００通り以上 ★お歌：５０曲 

ユーザーの操作のパターンに応じて、該当するセリフやお歌を歌い、

それに合わせて目をパチパチさせる。 

① センサー、スイッチ、マイクなどに反応 

例１：姿勢センサー→持ち上げたと認識「だっこ、だっこー！」 

例２：寝かしつけセンサー→お腹をトントン→「ねむいよぉ」→目を

閉じて昼寝 

② カレンダー：季節や季節行事にちなんだセリフ 

③ 自動音声：１日の時間帯や遊び量に応じてネルルが自分からしゃ

べるセリフ 

 

●目的 

季節に合わせたおしゃべりやお歌で、会話のきっかけができたり、季

節感を得られます。 

また、寝かしつけなどのお世話をすることで、子育て時代を思い出し

たり、童謡を一緒に歌うことで懐かしの時代を思い出します。 

 

●特徴 

・玩具メーカーとして得意とする愛着を持ってもらうための工夫（セ

リフ、フロー、ぬいぐるみの形状が「かわいい」）を施すことで、感

情移入しやすくなっています。 

・2004 年に同シリーズを発売。12 年の実績（シリーズ累計約３６万

個、内ネルル約１２万個販売）のロングセラー商品。お客様アンケー

トでも介護用途での使用をしている方が多いです。 

・医療機器ロボットと比較して、圧倒的に手にし易い「価格」と「コ

ストパフォーマンス」が特徴です。 

 



 

●アンケート抜粋 

・94 才の母がケアハウスの個室暮らしなので、淋しくないようにプ

レゼント。もう数年になるがネルルと母の様子を知りたくて昨年 

我が家にも購入。ネルルと母の会話が見えるようです。７０才女性 

・認知症の母がこの子を大変かわいがって、一緒に楽しくお話をして

います。とっても母を幸福にしてくれる子です。８０才女性 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
外 

被
介
護
者 

●睡眠サイクルの改善 

初期設定をした起床・就寝時刻に合わせて、起きたり、寝たりしま

す。おはよう、おやすみ挨拶でユーザーの睡眠時間も把握。朝になる

とユーザーの睡眠時間と遊んだ量に応じておしゃべりします。 

介
護
者 

●介護の負担軽減 

施設での実証試験では、ネルルを渡したユーザーの情緒が安定し、笑

顔が増え、他の要介護者の対応に時間を費やすことが可能になったと

コメントをいただきました。 

使用する環境 

（場所、時、物、人等） 

ユーザーのそば（居室内、膝の上、布団の上等） 

お
こ
り
う
る
マ
イ
ナ
ス
と
対
処
法 

被

介

護

者 

疾患 なし 

心身機能 なし 

活動 

セリフで「○○に行きたい」というセリフがあった場合に、ネルルを

連れて外出してしまう可能性がある。１例、報告有。施錠の確認が必

要。 

参加 なし 

介

護

者 

疾患 
なし 

心身機能 
なし 

活動 なし 

参加 なし 

適
応
と
禁
忌 

被

介

護

者 

適

応 

疾患 
なし 

 

心身機能 なし 

活動 なし 

参加 なし 

禁忌 なし 

介

護

者 

適

応 

疾患 なし 

心身機能 なし 

活動 なし 

参加 なし 

禁忌 なし 



 

 

Ⅱ．機械としての要件定義 

Ⅱ－１．有用性 

主機能 

（コミュニ

ケーション

として用い

る手段） 

１．ロボットか

らの出力 

●１６００通り以上のお話しや５０曲のお歌 

時間や頻度や６つのセンサーの反応した場所などに応じて該当のセ

リフをお話しします。 

●お目目パチパチ 

目が３段階（閉、半開、全開）に開閉し、表情を感じられます。 

２．ロボットへ

の入力 

●６つのセンサーでユーザーの操作をキャッチ 

・なでなでセンサー：頭をなでると反応します 

・お話しセンサー：話しかける声や周囲の音に反応します 

・おててセンサー：手の握ってあげると反応します 

・寝かしつけセンサー：お腹をトントンすると反応します 

・姿勢センサー：体の姿勢を感知。抱っこした時にも反応します。 

 

Ⅱ－２．機械としての安全性 

情報セキュリティ・ 

プライバシー 

個人情報は取得しません 

安全基準への準拠 

 

ST 基準（玩具安全基準）準拠 

 

 

Ⅱ－３．機器の構造・機構 

機
器
の

構
造
・

機
構 

外観と重量 

サイズ：W260×H330×D230 （mm） 

重量：約１kg 

※サイズや重量は腕に抱えやすく、軽すぎないリアルな重量を設定 

電
気
系 

操作・操縦方法

の概要 

●６つのセンサーでユーザーの操作をキャッチ 

・なでなでセンサー：頭をなでると反応します 

・お話しセンサー：話しかける声や周囲の音に反応します 

・おててセンサー：手の握ってあげると反応します 

・寝かしつけセンサー：お腹をトントンすると反応します 

・姿勢センサー：体の姿勢を感知。抱っこした時にも反応します。 

 

Ⅳ．費用、メンテナンス費用・体制 

費用 

本体：９５００円（税抜） 

電池：単２×４本 （別売）約３５０円 

CR2032×１個（購入時付属） 約２００円 

供給体制 

８月時点で最低２００個程度は確保可能。 

機器の納期：発注～１週間程度 

購入の経路については採用決定後に検討 



 

メンテナンス 

費用 

３ヶ月に１回程度 電池交換（約３５０円） 

 

 

体制 

本体のメンテナンスは不可能。不良の場合は新品交換。 

 

 

 


